
ⅢⅢ　　一一時時保保護護のの状状況況

　一時保護は行政処分であり、緊急保護や計画的保護がある。
　一時保護による十分な行動観察、生活指導を行い、子どもたちの適切な援助指針を定めることを目的とし、
次のような児童を保護している。
（１）棄児・迷子・家出等適切な保護者や宿所がない児童、被虐待児童等環境的な問題のある児童
（２）虐待、放任等家庭から引き離す必要のある児童
（３）暴力行為、窃盗・恐喝等ぐ犯や触法行為のある児童
　岐阜県では、中央子ども相談センターと飛騨子ども相談センターに一時保護所が設置されており、西濃・
中濃・東濃子ども相談センターは中央子ども相談センターの保護所を使用している。
　また、一時保護所だけでは対応が困難な場合は、児童福祉施設等に保護を委託しており、それぞれの
状況については各表のとおりである。

■　一時保護所

表１　一時保護状況の推移（年度中対応分）
　      （単位：人・日）

　　　　　　　　　　　年度
内容
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数
保護人員
保護延日数
一人あたりの保護日数

         ※　一人あたりの数値は四捨五入で端数調整

　          （単位：人）
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Ⅲ　一時保護の状況
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   R５年度末の処遇結果は表３のとおりである。

　児童福祉施設入所児童は25名（約11.6％）、帰宅児童は118名（約54.9％）となっている。

表３　保護児童の処遇内容（年度内対応分）
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■　委託保護

表4　委託保護状況の推移(年度内解除件数)
  （単位：人・日）
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保護延日数
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保護延日数
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　　　※　一人あたりの数値は四捨五入で端数調整

表５　年齢別保護状況(年度内委託件数)
　　　（単位：人）

０～５歳 ６～１１歳 １２～１４歳 １５歳以上 計

表６　委託保護状況(年度内解除件数)
　　（単位：人・日）
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